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研究要旨  

アミロイドーシスは諸臓器に蛋白質による難溶の線維状構造物であるアミロイドが沈着し、臓器機能

障害を引き起こす「希少性」「原因不明」「効果的な治療方法未確立」「生活面への長期にわたる支障」

の４要素全てを満たす難治性疾患群である。本研究の目的は、全国疫学調査や剖検症例の解析により本

症の実態を明らかにすること、アミロイドーシスガイドラインの改定、追加を行い、啓発活動を展開す

ることである。また、これらの情報を元に本疾患の早期診断や適切な加療に寄与すると考える。 

全国疫学調査（1次調査）の結果で、本症における各アミロイドーシス患者の延べ数が明らかになっ

た。剖検症例の結果から、本症の適切な診断が行われていない例が多く存在すると考えられる。 

本疾患に対する早期診断、早期治療にはアミロイドーシス診療センターやサブセンターによる病型診

断が重要である。 
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A. 研究目的 

アミロイドーシスは諸臓器に蛋白質による難

溶の線維状構造物であるアミロイドが沈着し、臓

器機能障害を引き起こす「希少性」「原因不明」

「効果的な治療方法未確立」「生活面への長期に

わたる支障」の４要素全てを満たす難治性疾患群

である。本疾患群は 31種類に上る原因蛋白質の

種類等により各臨床病型に細分類される。近年臨

床応用された早期に効果的な治療法は各臨床病

型により全く異なるため、早期に確実な病型診断

を行うことが極めて重要である。また、高い効果

が期待できる新規治療法の国際治験も複数実施

されており、本疾患群に対する医療は大きく変革

しつつある。我々は「アミロイドーシス診療体制

構築事業」および「アミロイドーシス診療センタ

ー」を熊本大学附属病院に開設し、2012 年から

2014年まで全国から依頼された900件以上の診断

支援を行い本症の早期病型診断に貢献してきた。

また信州大学附属病院でも「アミロイドーシス診

断支援サービス」を提供しており、本研究班が担

うこれら東西２つの診療センターが我国におけ

る本難治性希少疾患の診療を支えていると自負

している。しかし、昨年より開始された本政策研

究事業による臨床調査個人票と日本病理剖検輯

報による剖検症例情報の解析結果で、アミロイド

ーシスの病型診断が未だ適切に実施されていな

い症例が多く存在する実態が明確になった。また、

臨床調査個人票から得られた主たるアミロイド

ーシスの病型頻度と、診療センターで診断された

病型頻度には大きな違いがある事も判明した。こ

れは通常の医療機関で実施される臨床・病理診断

のみでは本症の病型が適切に診断されていない

可能性を示している。本研究は、本疾患の診療・

研究の中心的役割を担ってきた各臓器の専門家

による班員の総力を結集し、横断的に、診療ガイ

ドライン作成、患者全国実態調査、患者登録制度

の確立、患者・家族の啓発、臨床医師・研究者ネ

ットワークの整備を行おうとするプロジェクト

である。 

具体的には、アミロイドーシス患者の全国疫学

調査を実施し、早期診断システムの確立、効果的

な診療支援を実践する際の基盤情報とする。また、

診療ガイドライン作成の改定・追記を行い、非専

門医が本症を適切に診断、治療を行うサポートを

行う。さらに、医原性アミロイドーシスや原因不

明アミロイドーシスの実態調査も実施する。FAP

に対するドミノ肝移植の増加に伴いセカンドレ

シピエントのアミロイドーシス発症が問題とな

っている。本症の実態調査を行うと共に、診療指

針の確立を目指す。また、原因不明のアミロイド

ーシスに対する実態調査を行う。 

 

B. 研究方法 

1. アミロイドーシス全国疫学調査 

「難治性疾患の継続的な疫学データの収集・解

析に関する研究班（研究代表者 中村好一 自治

医科大学地域医療学センター 公衆衛生学部門）」

と協力し、全国疫学調査を実施する。対象診療科

は、神経内科、消化器科、循環器科、脳神経外科、

泌尿器科、リウマチ科、血液内科、腎臓内科とす

る。 

2. 剖検症例の解析 

剖検輯報第 55輯（2014 年刊行で 2012 年度剖検

症例をまとめたもの）のデータからアミロイドー

シス症例を抽出し、アンケート調査を実施した。 

3. ガイドラインの改定 

 現行のガイドラインの改定作業およびガイドラ

インに追加するクリニカルクエスチョンを作成す

る。 
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C. 結果 

1.アミロイドーシス全国疫学調査 

現在、「難治性疾患の継続的な疫学データの収

集・解析に関する研究班（研究代表者 中村好一 

自治医科大学地域医療学センター 公衆衛生学部

門）」と協力し、全国疫学調査を実施中である。

対象診療科は、神経内科、消化器科、循環器科、

脳神経外科、泌尿器科、リウマチ科、血液内科、

腎臓内科で、対象施設数は 15,878 件、抽出施設数

は 4,652 件となった。2,321 件（50%）と高い回収

率で１次調査は終了し、延べ数で 6,117 症例の回

答が得られた。   

１次調査の結果から、2012～2014 年のアミロイ

ドーシス症例（脳アミロイドアンギオパチー（CAA）

を含む）は推定 21,900 例と考えられた。病型別の

内訳は、ALアミロイドーシスが推定 3,200 例、AH

アミロイドーシスが推定 130 例、AAアミロイドー

シスが推定 1,100 例、家族性アミロイドポリニュ

ーロパチー（FAP）が推定 840 例、老人性全身性ア

ミロイドーシス（SSA）が推定 320 例、透析アミロ

イドーシス（DRA）が推定 3,900 例、CAA 関連脳出

血が推定 6,100 例、CAA 関連炎症・血管炎が推定

170 例、限局性アミロイドーシスが推定 340 例で

あり、病型未確定例が推定 5,800 例（約 26％）と

考えられた。 

１次調査で得られた症例数は大部分の病型で予

想されたものより遥かに多く、施設・診療科間で

の重複症例が組み込まれている可能性がある。し

かし、過去の剖検例の解析結果から SSA の症例数

は、今回の調査結果より実数が多いと予想される

ため、多くの SSA 症例が適切に診断されていない

可能性がある。現在、重複例の解析や詳細な臨床

情報の調査を含めて、２次調査の回収および集計

を行っている。 

全国疫学１次調査の結果および２次調査に関連

する詳細なデータは別に添付した。 

 

2. 剖検症例の解析 

剖検輯報第 55輯（2014 年刊行で 2012 年度剖検

症例をまとめたもの）のデータから 1年間（2012

年）に報告されたアミロイドーシス剖検例を抽出

した。297例のアミロイドーシス剖検症例のうち、

164 例（55％）はアミロイドーシスの病型が確定

していたが、133 例（45％）は剖検輯報の情報か

らは病型が不明であった。133 例の病型が不明な

症例を対象にアンケート調査を行ったところ、99

例（回収率 74％）で回答が得られた。アンケート

調査の結果より 21例（21%）の病型は確定した。

しかし、12 例（12％）で TTR アミロイドーシスは

確定していたが、遺伝性（FAP）と非遺伝性（SSA）

の鑑別が実施されておらず、66 例（67％）はアン

ケート調査後も病型は不明であった。病型が確定

していない症例（78 例）を対象に、免疫組織化学

染色や質量分析法による病型解析を実施する予定

である。詳細なデータは別に添付した。 

 

3. 診療ガイドラインの改訂 

 診療ガイドラインの改訂作業が進行中である。

また、ガイドラインに追加するクリニカルクエス

チョンの一覧を各病型で作成した。一覧は別に添

付した。 

 

D. 考察 

全国疫学調査（1次調査）の結果より、各病型

のアミロイドーシス患者の延べ数、どの様な診療

科を受診しているか実態が明らかとなった。症状

や検査結果、現在の受診状況、治療法などを、現

在行っている 2 次調査で明らかにする予定である。 

また、剖検症例を対象としたアンケート調査で、

多くの症例で適切な病型診断が行われていない可
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能性が考えられた。また、これまでに報告されて

いない原因蛋白質が不明のアミロイドーシス患者

が含まれていると考えられる。追加調査によりア

ミロイドーシスの病型を解析し、アミロイドーシ

スの実態を明らかにする。 

 続々と臨床応用されつつある本疾患群に対する

新規治療法を適切に施行するためには、的確な早

期診断が必要不可欠であるため、関連学会（各診

療科や病理学会など）やインターネットを通じて

アミロイドーシス病型診断の重要性を周知する必

要がある。また、アミロイドーシス診療センター

を中心とした病型診断サポートやハイスループッ

トな病型診断法の確立が必要である。 

 

E. 結論 

 全国疫学調査（1次調査）の結果で、本症にお

ける各アミロイドーシス患者の延べ数が明らかに

なった。剖検症例の結果から、本症の適切な診断

が行われていない例が多く存在すると考えられる。 

本疾患に対する早期診断、早期治療にはアミロ

イドーシス診療センターやサブセンターによる病

型診断が重要である。 
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12) Tasaki M, Ueda M, Obayashi K, Motokawa H, 

Kinoshita Y, Suenaga G, Yanagisawa A, Toyoshima R, 

Misumi Y, Masuda T, Yamashita T, Ando Y: Rapid 

detection of wild-type and mutated transthyretins. Ann 

Clin Biochem, 2016 (in press) 

13) Misumi Y, Narita Y, Oshima T, Ueda M, 

Yamashita T, Tasaki M, Obayashi K, Isono K, 

Inomata Y, Ando Y: Recipient aging accelerates 

acquired transthyretin amyloidosis after domino liver 

transplantation. Liver Transpl, 2016 (in press) 

14) Asakura, K, Yanai S, Nakamura S, Kawasaki, K, 

Eizuka M, Ishida K, Sugai T, Ueda M, Yamashita T, 

Ando Y, Matsumoto T: Endoscopic findings of the 

small-bowel lesions in familial amyloid 

polyneuropathy: a case report. Medicine, 2016 (in 

press) 
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15) Jono H, Su Y, Obayashi K, Tanaka Y, Ishiguro A, 

Nishimura H, Shinriki S, Ueda M, Ikeda K, Yamagata 

K, Ichihara K, Ando Y: Scientific Committee for the 

Asia-Pacific Federation of Clinical Biochemistry. 

Sources of variation of transthyretin in healthy subjects 

in East and Southeast Asia: Clinical and experimental 

evidence for the effect of alcohol on transthyretin 

metabolism. Clin Chim Acta, 2016 (in press) 

 

2．学会発表 

安東由喜雄 

1) 植田光晴、安東由喜雄：家族性アミロイドポリ

ニューロパチーの病態解析と治療における展望。

第 56 回日本神経学会学術大会、新潟、5.20-23, 

2015.  

2) 植田光晴、安東由喜雄：トランスサイレチンア

ミロイドーシスの病態解析と新たな治療戦略。シ

ンポジウム「アミロイド形成機構の解明と新たな

治療戦略への展開」第 3 回日本アミロイドーシス

研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

3) 植田光晴、安東由喜雄：家族性アミロイドポリ

ニューロパチーの病態解析と新たな治療戦略への

展開。ワークショップ「アミロイド再考： これま

でとこれから」、第 38 回日本分子生物学会年会、 

第 88 回日本生化学会大会 合同大会、神戸、 12.1, 

2015. 

4) 三隅洋平、 安東由喜雄: FAP 肝を移植された

二次レシピエントに生じる医原性アミロイドーシ

スの病態解析。 第 68 回日本自律神経学会総会、

名古屋、10.29-30, 2015. 

5) 三隅洋平、植田光晴、山下太郎、田崎雅義、増

田曜章、大林光念、安東由喜雄: FAP 肝を移植さ

れた二次レシピエントに生じる医原性アミロイド

ーシスの臨床像の解析。 第 3 回日本アミロイドー

シス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

6) 三隅洋平、大嶋俊範、植田光晴、大林光念、山

下太郎、安東由喜雄: 家族性アミロイドポリニュ

ーロパチーの心筋におけるアミロイド沈着の進展

様式の解析。 第 56 回日本神経学会学術大会、新

潟、5.20-23, 2015. 

7) 波止聡司、長尾洋一郎、三隅洋平、山下太郎、

前田 寧、安東由喜雄: シェーグレン症候群との

関連が疑われた AL アミロイドーシスの 1 例。 第

310 回日本内科学会九州地方会、佐賀、8.29, 2015. 

8) 天野朋子、植田光晴、山下太郎、三隅洋平、増

田曜章、古谷博和、安東由喜雄: コンパウンドヘ

テロ変異を有した遺伝性トランスサイレチンアミ

ロイドーシスの 1 例。 第 213 回日本神経学会九州

地方会、福岡、3.12, 2016. 

9) 山下太郎、田崎雅義、増田曜章、大嶋俊範、軸

丸美香、高松孝太郎、三隅洋平、植田光晴、大林

光念、安東由喜雄： アミロイドーシス診療体制構

築事業の平成 26 年度病型診断の報告。 第 56 回日

本神経学会学術大会、新潟、5.20-23, 2015. 

10) 山下太郎、安東由喜雄： アミロイドーシスの

早期診断と早期治療の重要性。 第 3 回日本アミロ

イドーシス研究会学術集会 モーニングセミナー、

東京、8.21, 2015. 

11) 山下太郎、安東由喜雄： 全身性アミロイドー

シスに伴う手根管症候群の病態。 第 26 回 日本末

梢神経学会学術集会 パネルディスカッション 2

「全身疾患に伴う手根管症候群の病態」、松本、

9.18-19, 2015. 

12) 山下太郎、安東由喜雄： トランスサイレチン

型家族性アミロイドポリニューロパチーの治療最

前線。 日本遺伝看護学会第 14 回学術大会、熊本、

10.10-11, 2015. 

13) 山下太郎、安東由喜雄： 自律神経障害からみ

たアミロイドーシスの多様性と診断法。 第 68 回

日本自律神経学会総会、名古屋、11.29-30, 2015.  
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14) 田崎雅義、安東由喜雄： レーザーマイクロダ

イセクション-LC-MS/MS システムによる病理組

織切片を用いたアミロイド原因蛋白質の同定。 第

3回日本アミロイドーシス研究会学術集会 シンポ

ジウム、東京、8.21, 2015. 

15) 増田曜章、植田光晴、田崎雅義、三隅洋平、

山下太郎、大林光念、安東由喜雄： 家族性アミロ

イドポリニューロパチーの表皮内神経線維密度と

臨床像の関連。 第 3 回日本アミロイドーシス研究

会学術集会、東京、8.21, 2015. 

16) 末永元輝、池田徳典、千住 覚、菰原義弘、

本川拓誠、田崎雅義、三隅洋平、植田光晴、西村

泰治、竹屋元裕、安東由喜雄： FAP の病態にお

ける単球、マクロファージの関与と iPS-MP を利

用した新規治療法開発の検討。 第 3 回日本アミロ

イドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

17) 本川拓誠、植田光晴、田崎雅義、三隅洋平、

末永元基、木下祐美子、豊島梨沙、黄 冠男、馬 

翊竑、増田曜章、大林光念、山下太郎、安東由喜

雄：肝移植後も緩徐に症候が進行した集積地出身

で高齢発症の家族性アミロイドポリニューロパチ

ー症例の病理解析と生化学的検討。 第 3 回日本ア

ミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015.  

18) 豊島梨沙、植田光晴、山中邦俊、小椋 光、

安東由喜雄：トランスサイレチンを発現する線虫

モデルの作成と解析。 第 3 回日本アミロイドーシ

ス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

19) Guannan Huang, Mitsuharu Ueda, Masayoshi 

Tasaki, Yohei Misumi, Teruaki Masuda, Yasuteru 

Inoue, Genki Suenaga, Hiroaki Motokawa, Risa 

Toyoshima, Yumiko Kinoshita, Konen Obayashi, Taro 

Yamashita, Yukio Ando: Acquired systemic 

transthyretin amyloid deposits in a case with domino 

liver transplantation: an autopsy study. 第 3 回日本ア

ミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

20) 木下祐美子、三隅洋平、長尾洋一郎、波止聡

司、田崎雅義、増田曜章、山下太郎、前田 寧、

安東由喜雄: シェーグレン症候群との関連が疑わ

れた多発性の限局性 AL アミロイドーシスの 1 例。 

第 3回日本アミロイドーシス研究会学術集会、東

京、8.21, 2015. 

21) 岡本菜紗、田崎雅義、星井嘉信、植田光晴、

木下祐美子、三隅洋平、増田曜章、山下太郎、大

林光念、安東由喜雄: 新規 portal アミロイドーシ

ス原因蛋白質の発見。 第 3 回日本アミロイドーシ

ス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

22) 打田佑人、植田光晴、小林 晋、小池春樹、

高田幸児、継泰城、山下太郎、安東由喜雄: Cerebral 

amyloid angiopathy を伴ったホモ接合型 ATTR 

V30M アミロイドーシス。 第 3 回日本アミロイド

ーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

23) 坂下直実、山下太郎、中川雄伸、安東由喜雄、

竹屋元裕: 肝移植後に著明なステロイド関連心筋

肥大を呈した家族性アミロイドポリニューロパチ

ーの症例解析。 第 3 回日本アミロイドーシス研究

会学術集会、東京、8.21, 2015.  

24) 桑原香織、西辻和親、山下太郎、小林典裕、

内村健治、安東由喜雄、斎藤博幸、坂下直実: 

AApoAI アミロイドーシスにおけるヘパラン硫酸

多硫酸化ドメインの役割。 第 3 回日本アミロイド

ーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

25) 山口 格、大越忠和、内田研造、田崎雅義、

山下太郎、安東由喜雄、内木宏延: 透析アミロイ

ド沈着部位に共存するグリコサミノグリカン及び

プロテオグリカンの検討－病理切片を用いた免疫

組織化学的観察とプロテオーム解析－。 第 3 回日

本アミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 

2015.  

26) 本宮善恢、宇治義則、末永元輝、安東由喜雄: 

アミロイド β2microglobulin の LC/MS 解析。 第 3
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回日本アミロイドーシス研究会学術集会、東京、

8.21, 2015.  

27) 杉本俊哉、田崎雅義、遠藤慎也、藤井絵理、

山下太郎、大林光念、西村 直、奥野 豊、満屋

裕明、安東由喜雄、畑 裕之: 免疫染色で確定診

断が困難な AL アミロイドーシス。 第 3 回日本ア

ミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

28) 増田曜章、植田光晴、野村隼也、田崎雅義、

三隅洋平、山下太郎、大林光念、安東由喜雄: 家

族性アミロイドポリニューロパチーの早期診断に

おける皮膚生検の有用性の検討。 第 56 回日本神

経学会学術大会、新潟、5.21, 2015. 

 

山田正仁 

1) Ono K, Takasaki J-I, Takahashi R, Ikeda T, Yamada 

M. Effects of antiparkinsonian agents on β-amyloid 

and α-synuclein oligomer formarion in vitro. 

Neuroscience 2015, Chicago, December 17-21, 2015. 

2) Yamada M, Samuraki M, Yoshita M, Shima K, 

Noguchi-Shinohara M, Hamaguchi T, Ono K, 

Matsunari I. Cerebral amyloid angiopathy in 

Alzheimer’s disease. 7th World Congress of the 

International Society for Vascular Behavioural and 

Cognitive Disorders (VAS-COG 2015 TOKYO), 

September 16-19, 2015. 

3) Furukawa F, Sanjo N, Kobayashi A, Hamaguchi T, 

Yamada M, Kitamoto T, Mizusawa H, Yokota T. 

Amyloid β42 deposition in the brain of the GSS with 

the P105L mutation. Asian Pacific Prion Symposium 

2015, Kanazawa, September 4-5, 2015. 

4) 小野賢二郎、中山隆宏、山田正仁：Aβ 凝集過

程における早期凝集体の位置づけ。第 56 回日本神

経学会学術大会、新潟、5.20-23, 2015. 

5) 山田正仁：認知症の診断・治療の進捗：非アル

ツハイマー型変性認知症を中心に。第 34 回日本社

会精神医学会、富山、3.5-6, 2015. 

6) 山田正仁：認知症診療の課題と治療・予防法開

発の展望。平成 26 年度第 3 回精神科病院委員会研

修会、金沢、3.15, 2015. 

7) 山田正仁、篠原もえ子、小野賢二郎、濵口 毅：

ライフスタイル及びその関連因子による認知症予

防戦略。第 56 回日本神経学会学術大会、新潟、

5.20-23, 2015. 

8) 山田正仁、篠原もえ子、小野賢二郎、濵口 毅：

食品・栄養の視点からの認知症予防。第 29 回日本

老年学会総会合同大会、横浜、6.12-14, 2015. 

9) 山田正仁、佐村木美晴、篠原もえ子、坂井健二、

濵口 毅：脳アミロイドアンギオパチーの診断の

進歩と治療への展望。第 3 回日本アミロイドーシ

ス研究会学術集会、東京、8.21, 2015. 

10) 石田千穂、小林克治、北村 立、氏家 寛、

岩佐和夫、山田正仁：記憶障害で発症し、側頭葉

萎縮と脳脊髄液リン酸化タウ上昇・Aβ42 低下を示

した家族性認知症の 1 例。第 20 回日本神経精神医

学会、金沢、12.11-12, 2015. 

11) 小野賢二郎、高崎純一、髙橋良一、池田篤平、

山田正仁：Effects of antiparkinsonian agents on Aβ 

and αS oligomerizations in vitro。第 56 回日本神経学

会学術大会、新潟、5.20-23, 2015. 

12) 小野賢二郎、髙橋良一、池田篤平、水口峰之、

濵口 毅、山田正仁：外因性アミロイド蛋白のア

ミロイド β 蛋白凝集へのクロス・シーディング効

果。第 34 回日本認知症学会学術集会、10.2-4, 2015. 

13) 宍戸 駿、豊田 集、濵口 毅、篠原もえ子、

小野賢二郎、山田正仁、阿部啓子、小林彰子：Tg2576

マウスにおけるロスマリン酸による脳内 Aβ 凝集

抑制効果のトランスクリプトミクスによる解析。

日本農芸化学会2015年度大会、岡山、3.26-29, 2015. 

 

 



H27 年度 総括研究報告書 

- 57 - 
 

池田修一 

1) 矢﨑正英、吉長恒明、関島良樹、西尾妙織、山

中修一郎、池田修一：本邦における遺伝性腎アミ

ロイドーシスの分子病態。 第 112 回日本内科学会

総会・講演会、 京都、4.10-12,2015. 

2) 石井 亘、上野賢一、岸田 大、下島恭弘、池

田修一、山田俊幸、Juris Liepnieks、Barbara 

Kluve-Beckerman、Merrill D.Benson: ヒト末梢血単

核球培養を用いたAA アミロイド形成機序の解析-

第 2 報-。第 59 回日本リウマチ学会総会・学術集

会、 名古屋、4.23-25, 2015. 

3) 矢崎正英、吉長恒明、関島良樹、池田修一、三

田篤義、池上俊彦、宮川眞一：ドミノ肝移植レシ

ピエントにおける de novo amyloidosis（医原性

FAP）の検討。 第 56 回日本神経学会学術大会、

新潟、5.20-23, 2015. 

4) 道傳 整、中川道隆、中村勝哉、安出卓司、東

城加奈、関島良樹、池田修一: 心アミロイドーシ

スにおける虚血性脳血管障害の危険因子について

の検討。 新潟、5.20, 2015. 

5) Katoh N, Kodaira M, Matsuda M, Ikeda S: 

Bortezomib-induced peripheral polyneuropathy in 

systemic AL amyloidosis patients. 第 56 回日本神経

学会学術大会、新潟、5.20-23, 2015. 

6) 関島良樹、大林光念、森田 洋、池田修一、山

下太郎、植田光晴、三隅洋平、町井克行、大田 誠、

高田亜実、安東由喜雄: トランスサイレチン型家

族性ポリニューロパチーに対するタファミジスの

第三相試験成績。 第 56 回日本神経学会学術大会、

新潟、5.20- 23, 2015. 

7) 大橋信彦、関島良樹、小平 農、森田 洋、池

田修一: Val30Met TTR 型 FAP 患者の末梢神経障害

に対するジフルニサルの中期的効果、 第 56 回日

本神経学会学術大会、新潟、5.20- 23, 2015. 

8) 鈴木彩子、矢﨑正英、武井洋一、関島良樹、池

田修一: 家族性アミロイドポリニューロパチー

(FAP)に対する肝移植 54 例の治療評価。 第 56 回

日本神経学会学術大会、新潟、5.20- 23, 2015. 

9) 吉長恒明、矢﨑正英、関島良樹、三田篤義、池

上俊彦、宮川眞一、池田修一: 自験例ドミノ肝移

植レシピエントにおける医原性アミロイドーシス

の臨床病理学的検討。 第 33 回日本肝移植研究会、 

神戸、5.28- 29, 2015. 

10) 矢崎正英、吉長恒明、関島良樹、亀谷富由樹、

八谷如美、池田修一：Laser 

microdissection-LC-MS/MS を用いたプロテオーム

解析によるアミロイドーシス病型診断の有効性と

分子病態解析への応用。第 3 回日本アミロイドー

シス研究会 学術集会、東京、5.21, 2015. 

11) 関島良樹、矢崎正英、小口和浩、吉長恒明、

東城加奈、池田修一: 肝移植後遺伝性 ATTR アミ

ロイドーシス患者における脳アミロイドアンギオ

パチー。 第 3 回日本アミロイドーシス研究会 学

術集会、東京、8.21, 2015. 

12) 吉長恒明、矢崎正英、関島良樹、亀谷富由樹、

西尾妙織、蟹沢祐司、奥村伸生、池田修一: Laser 

microdissection（LMD）を用いて診断した本邦初の

Fibrinogen 型アミロイドーシスの一例。 第 3 回日

本アミロイドーシス研究会 学術集会、東京、8.21, 

2015. 

13) 池田淳司、加藤修明、関島良樹、池田修一: 

99mTc-ピロリン酸シンチグラフィが病変の描出

とステロイド治療反応性の評価に有用であった限

局性尿管 AL アミロイドーシスの 1 例、 第 3 回日

本アミロイドーシス研究会 学術集会、東京、8.21, 

2015. 

14) 加藤修明、小平 農、関島良樹、松田正之、池

田修一: 全身性 AL アミロイドーシス治療におけ

るボルテゾミブ関連ニューロパチーの検討。 第 3

回日本アミロイドーシス研究会 学術集会、東京、 
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8.21, 2015. 

15) 亀谷富由樹、吉長恒明、鈴木彩子、関島良樹、

矢崎正英、池田修一: 各種アミロイドタンパク質

沈着組織のレーザーマイクロダイセクションおよ

び質量分析を用いたプロテオミクス解析, 第 3 回

日本アミロイドーシス研究会 学術集会、東京、

8.21, 2015. 

16) 小山 潤、加藤修明、池田修一: M-モード心エ

コーから求められるシンプルな指標による AL ア

ミロイドーシスの長期予後予測、 第 3 回日本アミ

ロイドーシス研究会 学術集会、東京、8.21, 2015. 

17) 眞部 俊、中野麻里絵、藤井照大、亀谷富由樹、

矢崎正英、池田修一、長田道夫、波多野道康: 免

疫染色で同定困難な断片化免疫グロブリン重鎖に

よる腎 AH アミロイドーシスの 1 例。 第 3 回日本

アミロイドーシス研究会 学術集会、東京、8.21, 

2015. 

18) 岩崎千尋、中野麻里絵、藤井照大、眞鍋 俊、

平澤 晃、吉長恒明、矢崎正英、池田修一、亀谷

富由樹、波多野道康: 原発性マクログロブリン血

症に合併した重鎖軽鎖アミロイド－シスの 1 例。 

第 3 回日本アミロイドーシス研究会 学術集会、東

京、8.21, 2015. 

19) 大橋信彦、池田淳司、小平農、関島良樹、池

田修一: 肝移植後 22年後に脳アミロイドアンギオ

パチーで脳出血を起こした家族性アミロイドポリ

ニューロパチーの 1 例、 第 214 回日本神経学会関

東・甲信越地方会、 東京、9.5, 2015. 

20) Miyazaki D, Nakamura A, Hineno A, Kobayashi C, 

Kinoshita T, Yoshida K, Ikeda S: XXII World 

Congress of Neurology, Santiago,Chile, Oct 31-Nov 5, 

2015. 

21) 大橋信彦、関島良樹、小平 農、森田 洋、

池田修一: Val30Met TTR 型 FAP 患者の末梢神経障

害に対するジフルニサルの中期的効果、第 45 回日

本臨床神経生理学会学術大会、 大阪、11.5-7, 2015. 

22) 矢崎正英、亀谷富由樹、八谷如美、池田修一: 

Laser microdissection を用いたアミロイドーシス病

型診断の有効性と病早期のアミロイド線維形成機

序の解明。 BMB2015 第 38 回日本分子生物学会年

会、第 88 回日本生化学会大会 合同大会、神戸、

11.30-12.1, 2015. 

 

玉岡 晃 

1) 玉岡 晃：認知症の鑑別診断と治療はここまで

進んだ。第 33 回日本神経治療学会総会、名古屋、

11.26, 2015. 

2) 玉岡 晃：認知症：診断と治療の最前線．日本

内科学会信越支部第 53 回信越支部生涯教育講演

会、新潟、10.11, 2015. 

3) 冨所康志、石井一弘、玉岡 晃：非認知症神経

疾患患者脳ならびに脳脊髄液中の毒性 Aβコンホ

ーマーの検討．第 34 回日本認知症学会学術集会、

青森、10.3, 2015. 

4) 儘田直美、田之頭大輔、保坂 愛、玉岡 晃、

亀谷富由樹、荒木 亘：アミロイドβオリゴマー

による BACE1 発現増強のメカニズム。第 34 回日

本認知症学会学術集会、青森、10.2, 2015. 

5) 玉岡 晃：認知症の治療、今後の展望。第 62

回日本老年医学会関東甲信越地方会ランチョンセ

ミナー、東京、9.26, 2015. 

6) 玉岡 晃：脂質異常症とアルツハイマー病. 第

56 回日本神経学会学術大会、新潟、5.23, 2015. 

7) 中馬越 隆、角野虎太郎、小金澤禎史、藤宮 克、

藤塚 捺、清水彩音、森山哲也、玉岡 晃：アル

ツハイマー病の経過における前庭機能異常. 第 56

回日本神経学会学術大会、新潟、5.23, 2015. 

8) Tomidokoro Y, Ishii K, Tamaoka A: Toxic abeta 

conformer in brains and CSF obtained from 

non-demented individuals. 56th Annual Meeting of the 
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Japanese Society of Neurology, Niigata, Japan, May 

20, 2015.  

9) Araki W, Mamada N, Hosaka A, Tanokashira D, 

Kametani F, Ishii K, Tamaoka A: The molecular 

mechanism by which Abeta oligomers induce BACE1 

upregulation. 56th Annual Meeting of the Japanese 

Society of Neurology､ Niigata, Japan, May 21, 2015.  

10) Mamada N, Araki W, Tanokashira D, Ishii K, 

Tamaoka A: Analysis of amyloid precursor protein 

processing in mitochondria. 56th Annual Meeting of 

the Japanese Society of Neurology, Niigata, Japan, 

May 21, 2015.  

11) Shioya A, Mori-yoshimura M, Oya Y, Murata M, 

Hasegawa M, Tamaoka A, Saito Y: Tau pathology in 

the brains in cases of myotonic dystrophy. 56th Annual 

Meeting of the Japanese Society of Neurology.  

Niigata, Japan, May 21, 2015. 

 

東海林幹夫 

1) 東海林幹夫: アルツハイマー病研究のこれまで

とこれから。第 34 回日本認知症学会学術集会、 リ

ンクステーションホール青森、10.3, 2015. 

2) 東海林幹夫: 日本における認知症治療の現状と

将来像。AD expert Forum, 虎ノ門ヒルズ、6.21, 

2015. 

3) 東海林幹夫: アルツハイマー病研究の展開-大

規模コホート研究の目指すもの。 Novartis 

NeuroScience Forum 2016、 グランドプリンスホテ

ル新高輪国際間パミール、1.24, 2016. 

4) 東海林幹夫: パネルデスカッション．新たな治

療戦略を求めて．アルツハイマー病研究の展開-

大規模コホート研究の目指すもの. Novartis 

NeuroScience Forum 2016, グランドプリンスホテ

ル新高輪国際間パミール、1.24, 2016. 

5) 東海林幹夫: アルツハイマー病の新しい診断基

準の概説。第 56 回日本神経学会学術集会、 朱鷺

メッセ、 5.22, 2015. 

6) 東海林幹夫: ＡＤ治療・予防の将来展望. 

VAS-COG2015 TOKYO, 東京ファッションタウン、

9.19, 2015. 

7) Shoji M: Biomarkers of Vascular demntia Thema 1: 

Diagnosing Vascular Cognitive Disorders. 7th World 

Congress of the International Society for Vascular 

Behavioural and Cognitive Disorders, Tokyo Fashion 

Town, September 17, 2015.  

8) Kawarabayashi T, Wakasaya Y, Nakamura T, 

Nakahata N, Shoji M: Induction of phosphorylated tau 

in synapse from AD model mice. Neuroscience 2015, 

the Society for Neuroscience, 45th Annual Meeting, 

Chicago, Nov 17-21, 2015. 

9) 中村琢洋、瓦林 毅、若佐谷保仁、仲田 崇、

西野一三、三橋里美、漆葉章典、東海林幹夫: TTN

遺伝子変異を認めたミオパチーの一例. 第 22回日

本神経学会東北地方会、 フォレスト仙台、3.14, 

2015. 

10) 若佐谷保仁、中村琢洋、仲田崇、瓦林 毅、

東海林幹夫: 進行性核上性麻痺の各臨床型におけ

る臨床的特徴と治療成績。 第 56 回日本神経学会

学術大会、 朱鷺メッセ、5.20-23, 2015. 

11) 仲田 崇、瓦林 毅、中村琢洋、若佐谷保仁、

東海林幹夫: 神経疾患における脳脊髄液および血

液バイオマーカーの検討。 第 56 回日本神経学会

学術大会、 朱鷺メッセ、5.20-23,2015. 

12) 中村琢洋、瓦林 毅、若佐谷保仁、仲田 崇、

西野一三、三橋里美、漆葉章典、東海林 幹夫: TTN

遺伝子変異を認めたミオパチー2 症例の検討。第

56 回日本神経学会学術大会、 朱鷺メッセ、5.20-23, 

2015. 

13) 若佐谷保仁、瓦林 毅、中村琢洋、仲田 崇、

中畑直子、東海林幹夫: 進行性核上性麻痺の各臨
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床型における特徴と治療成績．VAS-COG2015 

TOKYO、 東京ファッションタウン、9.19, 2015. 

14) 仲田 崇、若佐谷保仁、瓦林 毅、中村琢洋、

中畑直子、東海林幹夫: 神経疾患診断における脳

脊髄液および血漿バイオマーカーの検討。

VAS-COG2015 TOKYO、 東京ファッションタウ

ン、9.19, 2015. 

15) 瓦林 毅、中村琢洋、若佐谷保仁、仲田 崇、

東海林幹夫: パーキンソン症候群のDAT scanによ

る検討。第 96 回日本神経学会東北地方会、 福島

テルサ、9.26, 2015. 

16) 瓦林 毅、中村琢洋、仲田 崇、若佐谷保仁、

中畑直子、東海林幹夫: Aß oligomer の神経毒性の

検討。第 34 回日本認知症学会学術集会、 リンク

ステーションホール青森、10.2, 2015. 

17) 中畑直子、中村琢洋、仲田 崇、若佐谷保仁、

瓦林 毅、東海林幹夫: 地域住民におけるもの忘

れ検査の取り組み。 第 34 回日本認知症学会学術

集会、 リンクステーションホール青森、10.2, 2015. 

18) 若佐谷保仁、中村琢洋、仲田 崇、中畑直子、

瓦林 毅、東海林幹夫: 進行性核上性麻痺の各臨

床型における臨床的特徴と治療成績。第 34 回日本

認知症学会学術集会、 リンクステーションホール

青森、10.3, 2015. 

19) 仲田 崇、瓦林 毅、中畑直子、中村琢洋、

若佐谷保仁、東海林幹夫: 神経疾患における脳脊

髄液および血液バイオマーカーの検討。第 34 回日

本認知症学会学術集会、 リンクステーションホー

ル青森、10.3, 2015. 

20) 中村琢洋、瓦林 毅、若佐谷保仁、中畑直子、

高橋一平、中路重之、東海林幹夫: 大集団におけ

る血液 Aß 測定；岩木健康増進プロジェクトを通

して。第 34 回日本認知症学会学術集会、リンクス

テーションホール青森、10.3, 2015. 

高市憲明 

1) 上野智敏、葉末 亮、関根章成、三瀬広記、川

田真宏、住田圭一、平松里佳子、長谷川詠子、早

見典子、諏訪部達也、星野純一、澤 直樹、高市

憲明、乳原善文: Bio 製剤の使用により良好な腎予

後が得られた AA アミロイドーシス合併関節リウ

マチ(RA)の 2 例。第 59 回日本リウマチ学会学術集

会、東京、4.23-25, 2015. 

2) 喜多島 出、弘田 裕、高市憲明、乳原善文: 鏡

視下手根管開放術(奥津法)における USE system 挿

入時の正中神経偏位・形態変化に関する超音波検

査を用いた検討 血液透析症例と特発性症例の比

較検討。第 60 回日本透析医学会学術集会、横浜、

6.26-28, 2015. 

3) 星野純一、乳原善文、高市憲明、西 慎一、山

縣邦弘: ダイアライザの性能と治療効果 透析療

法の進歩と透析アミロイドーシス。第 60 回日本透

析医学会学術集会、横浜、6.26-28, 2015. 

4) 小暮裕太、星野純一、上野智敏、関根章成、山

口春奈、今福 礼、川田真宏、平松里佳子、山内

真之、早見典子、長谷川詠子、諏訪部達也、澤 直

樹、丸井祐二、高市憲明、藤井丈士、矢崎正英、

長谷川 元、乳原善文：舌大唾液腺腫大を呈した

透析アミロイドーシスの一例。 第 45 回日本腎臓

学会東部学術大会、東京、10.22-23, 2015. 

 

山田俊幸 

1) 黒田 毅、若松彩子、高井千夏、佐藤弘恵、中

枝武司、和田庸子、中野正明、山田俊幸、成田一

衛: 尿検査による腎アミロイドーシス診断法およ

び腎臓内のアミロイドの動態について. 第 59回日

本リウマチ学会学術集会、名古屋、4.23, 2015. 

2) 山田俊幸、奥田恭章、黒田 毅: 腹壁皮下脂肪

吸引材料での AA76 検出による AA アミロイドー

シスの診断. 第 59 回日本リウマチ学会学術集会、

名古屋、4.25, 2015. 
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3) 石井 亘、上野賢一、岸田 大、下島恭弘、池

田修一、山田俊幸、 Juris Liepnieks, Barbara 

Kluve-Beckerman, Merrill D. Benson: ヒト末梢血単

核球培養を用いた AA アミロイド形成機序の解析、 

第 2 報。 第 59 回日本リウマチ学会学術集会、名

古屋、4.23, 2015. 

4) 佐藤純司、山田俊幸: マウス AA アミロイドー

シスにおける AEF と SAA 値についての考察。 第

3回日本アミロイドーシス研究会学術集会、東京、

8.21, 2015. 

5) 高瀬ひろか、田中将史、中村友紀、山田俊幸、

向 高弘: SAA-HDL モデル粒子の作製および脂質

存在下でのアミロイド線維形成評価。 第 3 回日本

アミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 

2015. 

6) 山田俊幸、小谷和彦: 糖タンパク質の構造多型

と glycosylation、SAA4 の場合。 第 55 回日本臨床

化学会年次学術集会、大阪、10.31, 2015. 

7) 江橋正浩、 老沼弘俊、日高裕介、小谷和彦、

山田俊幸: キャピラリー電気泳動における M 蛋白

量算定法. 第 62 回日本臨床検査医学会学術集会、

岐阜、11.21, 2015. 

8) 山田俊幸: アミロイド蛋白と自己免疫。 シンポ

ジウム、分子標的治療と自己免疫疾患。第 26 回日

本臨床化学会東海・北陸支部総会、第 34 回日本臨

床検査医学会東海・北陸支部例会連合大会、岐阜、

11.22, 2015. 

 

内木宏延 

1) 山口 格、大越忠和、内田研造、田崎雅義、山

下太郎、安東由喜雄、内木宏延: 透析アミロイド

沈着部位に共存するグリコサミノグリカン及びプ

ロテオグリカンの検討－病理切片を用いた免疫組

織化学的観察とプロテオーム解析－。第 3 回日本

アミロイドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 

2015. 

 

重松 隆 

1) Sugano N, Maruyama Y, Yokoyama K, Nishio S, 

Kobayashi C, Takahashi D, Kidoguchi S, Ohno I, 

Hosoya T, Yokoo T, Shigematsu T: A lower serum 

uric acid is associated not only with all-cause mortality 

but also cardiovascular mortality among patients 

receiving hemodialysis in Japan. ASN 2015 abstract 

number 2729, San Diego, USA, 11.3-8, 2015. 

2) 重松 隆、是枝大輔、根木茂雄: AKI 診療にお

ける血液浄化療法の適応とその管理。第 58 回日 

本腎臓学会学術総会、名古屋、6.5-7, 2015. 

3) 重松 隆：リンコントロールの流れとその意味。 

第 60 回日本透析医学会学術集会、横浜、6.26-28, 

2015. 

4) 重松 隆：高リン血症治療最前線〜リン管理の

発展が拓く未来〜. 第 60 回日本透析医学会 学術

集会、横浜、6.26-28, 2015. 

5) 重松 隆、大矢昌樹、美馬 亨：腎障害時にお

けるリン代謝と血管石灰化. 第 33 回日本骨代謝学 

会学術集会、新宿、7.23-25, 2015. 

6) 重松 隆、大矢昌樹、美馬 亨：CKD 患者に

おける骨・ミネラル代謝異常の成り立ちと最新情 

報。 第 45 回日本腎臓学会西部学術大会、金沢、

10.23-24, 2015.  

7) 美馬 亨、中島悠里、大矢昌樹、重松 隆：

CKD-MBD発症に重要なFGF23-Klothoシグナルの

免疫 系に果たす役割. 第 60 回日本透析医学会学

術集会、横浜、6.26-28, 2015. 

8) 大矢昌樹、屋代 充、重松 隆：VDRAとFGF-23

産生制御.第 60回日本透析医学会学術集会、横浜、

6.26-28, 2015. 

9) 山野由紀子、奥田浩二、岩下裕子、津村将己、

増本明日香、中島悠里、山中慎太郎、龍田浩一、
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大矢昌樹、美馬 亨、根木茂雄、重松 隆：降圧

治療、肥満改善が有効であった悪性高血圧による

急性腎障害の一例。第 45 回日本腎臓学会西部学術

大会、金沢、10.23-24, 2015. 

10) 玉置瑛一朗、根木茂雄、森畠真里、岩下 裕、

小林 聡、岩谷由佳、山中慎太郎、龍田浩一、大

矢昌樹、美馬 亨、重松 隆：サイトメガロウィ

ルス（CMV）腸炎による大量下血を来したループ

ス 腎炎の一例。第 45 回日本腎臓学会西部学術大

会、金沢、10.23-24, 2015. 

 

奥田恭章 

1) 奥田恭章、大西 誠、的場謙一郎、城山一男、

山田明弘、村田洋介、澤田直哉、武藤智之、高杉

潔：トシリズマブ（TCZ）による寛解継続投与中

に妊娠し、TCZ 休薬後に再燃し、ステロイド不応

にて妊娠中 TCZ 再投与を行い寛解、出産した AA

アミロイドーシス合併若年性関節リウマチ carry 

over 症例の経験。第 59 回日本リウマチ学会総会・

学術集会、東京、 4.24-26, 2015. 

2) 奥田恭章：シンポジウム：「アミロイド形成機

構の解明と新たな治療戦略への展望」AA アミロ

イドーシスに対する生物学的製剤.第 3 回アミロイ

ドーシス研究会学術集会、東京、8.21, 2015.  

3) 奥田恭章：リウマチ性疾患に合併する AA アミ

ロイドーシスと腎障害. 第 4 回 膠原病の腎障害

研究会、横浜、10.7, 2015. 

 

西 慎一 

1) Hoshino J, Yamagata K, Nishi S, Iseki K, Masakane 

I. Significance of the Decreased Risk of 

Dialysis-Related Amyloidosis Now Proven by Results 

from Japanese Nationwide Surveys in 1998 and 2010. 

American Society of Nephrology, San Diego, Nov 5-8, 

2015. 

畑 裕之 

1) Ayako Yamamura-Fujimoto,Yutaka Okuno, Shinya 

Endo, Eiko Miyagawa, Yawara Kawano, Shikiko 

Ueno, Hiroaki Mitsuya, Hiroyuki Hata, Yoshitaka 

Kikukawa: Successful treatment with R-MPV of 

Bing-Neel syndrome accompanying Waldenstrom's 

macroglobulinemia. 第 77 回日本血液学会学術総会、

金沢、Oct, 2015. 

2) Eri Fujii, Naoko Wada, Nao Nishimura, Shinya 

Endo, Shiho Fujiwara, Yoshitaka Kikukawa, Hiroaki 

Mitsuya, Yutaka Okuno, Hiroyuki Hata: Bufalin 

induces apotosis in myeloma cells through DNA 

damage at hypoxic conditions 第 77 回日本血液学会

学術総会、金沢、Oct, 2015. 

3) Nao Nishimura, Eri Fujii, Shinya Endo, Niina Ueno, 

Hironori Hayashi, Masayuki Amano, Hiroyuki Hata, 

Hiroaki Mitsuya, Yutaka Okuno: OSSL_325096 

induces apoptosis in multiple myeloma cells through 

VCP inhibition. 第 77 回日本血液学会学術総会、 

金沢、Oct, 2015. 

4) Chihiro Shimazaki, Kenshi Suzuki, Hiroyuki Hata, 

Shin-Ichi Fuhida, Tadao Ishida, Hirokazu Imai, Morio 

Sawamura, Hiroyuki Takamatsu, Masahiro Abe, 

Toshihiro Miyamoto, Yukio Ando: Phase 1 study of 

bortezomib in combination with 

melphalan/dexamethasone for systemic AL 

amyloidosis. 第 77 回日本血液学会学術総会、金沢、

Oct, 2015. 

5) Kikukawa, Hirotomo Nakata, Hiroyuki Hata, 

Mitsuhiro Uchiba, Hiroaki Mitsuya, Yutaka Okuno: 

Three cases of cardiac amyloidosis suffering from 

severe cardiac events after VCD treatment Shikiko 

Ueno, Shoko Hisama, Hiromi Motinaga, Shiho 

Fujiwara, Yoshitaka. 第77回日本血液学会学術総会、

金沢、Oct, 2015. 
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6) Shinya Endo, Masayuki Amano, Nao Nishimura, 

Shikiko Ueno, Niina Ueno, Hiromichi Yuki, Shiho 

Fujiwara, Naoko Wada, Shinya Hirata, Hiroyuki Hata, 

Hiroaki Mitsuya, Yutaka Okuno: IMiDs up-regulate 

PU.1 expression in myeloma cell through 

demethylation of the PU.1 promoter region. 第 77 回

日本血液学会学術総会、金沢、Oct, 2015. 

7) Eri Fujii, Toshiya Sugimoto, Masayoshi Tasaki, 

Konen Obayashi, Taro Yamashita, Yukio Ando, 

Shinya Endo, Nao Nishimura, Yutaka Okuno, Shiho 

Fujiwara, Naoko Wada, Hiroaki Mitsuya, Yoshiko 

Sonoda, Kennichi Iyama, Hiroyuki Hata: Possible new 

disease entity of AL amyloidosis induced by 

deposition of IGLC2 15th Meeting of International 

Myeloma Workshop, Roma, Auditorium Parco della 

Musica, September 23-26, 2015. 

8) Eri Fujii, Naoko Wada, Nao Nishimura, Shinya 

Endo, Shiho Fujiwara, Yoshitaka Kikukawa, Hiroaki 

Mitsuya, Yutaka Okuno, Hiroyuki Hata: Bufalin 

induces apoptosis in myeloma cells through DNA 

damage at hypoxic conditions   15th Meeting of 

International Myeloma Workshop. Roma, Auditorium 

Parco della Musica, September 23-26, 2015.  

 

小池春樹 

1) 小池春樹：治療につながる末梢神経病理診断。

第 33 回日本神経治療学会総会、名古屋、11.27, 

2015. 

2) 小池春樹：遺伝性圧脆弱性ニューロパチー

（HNPP）の臨床病理像と外科治療の試み。第 26

回日本末梢神経学会学術集会、松本、9.18, 2015.  

3) 小池春樹：アミロイドニューロパチー。第 68

回日本自律神経学会総会、名古屋、11.30, 2015. 

4) 小池春樹：専門医に必要な末梢神経・筋病理学

の素養と利用可能な教育資源、研修機会。第 56 回

日本神経学会学術大会、新潟、23.5. 2015. 

5) Koike H, Ikeda S, Takahashi M, Kawagashira Y, 

Iijima M, Katsuno M, Gen Sobue G: Vasculopathy in 

transthyretin Val30Met familial amyloid 

polyneuropathy. First European Congress on 

Hereditary ATTR amyloidosis. Paris, France, 

November 2-3, 2015. 

6) Koike H. Early- vs: late-onset forms of familial 

amyloid polyneuropathy. Argentine Congress of 

Neurology. Mar del Plata, Argentine, September 22-25, 

2015.  

6) Koike H: Peripheral neuropathies: from bedside to 

pathology. Argentine Congress of Neurology. Mar del 

Plata, Argentine, September 22-25, 2015. 

7) Koike H: Acquired neuropathies manifesting 

small-fiber predominant loss. Argentine Congress of 

Neurology. Mar del Plata, Argentine, September 22-25, 

2015. 

 

島崎千尋 

1) Kado Y, Kitazawa F, Tsujimoto M, Fuchida S, 

Okano A, Hatsuse M, Murakami S, Ueda K, Kokufu T, 

Ozawa S, Ito N, Morishita S, Takada T, Minegaki T, 

Nishiguchi K, Ashihara E, Shimazaki C: Plasma 

concentration of lenalidomide is useful to predict its 

severity of toxicity and therapeutic efficacy in 

Japanese multiple myeloma patients. 57th Annual 

Meeting of American Society of Hematology. Orland, 

USA, Dec 5-8, 2015.    

2) Shimazaki C, Fuchida S, Okano A, Hatsuse M, 

Murakami S: Serial measurement of free light chain 

detects poor response to therapy early in patients with 

AL amyloidosis. 7th International Symposium on 

Clinical Applications of Free Light Chain and 

Heavy/Light Chain Analysis. Edinburgh, UK, Apr 
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16-17, 2015.  

3) 島崎千尋：AL アミロイドーシス～診断と治療

の UPDATE～第 77 回日本血液学会学術集会、金

沢、10.17, 2015. 

4) Shimazaki C, Suzuki K, Hata H, Fuchida S, Ishida 

T, Imai H, Sawamura M, Takamatsu H, Abe M, 

Miyamoto T, Ando Y: Phase 1 study of bortezomib in 

combination with melpharan/dexamethasone for 

system AL amyloidosis, 第 77 回日本血液学会、金

沢、10.16, 2015. 

5) Fuchida S, Okano A, Hatsuse M, Murakami S, 

Shimazaki C: Retrospective analysis of treatment for 

systemic AL amyloidosis. 第 77 回日本血液学会、金

沢、10.16, 2015. 

6) 迫田和典、淵田真一、岡野 晃、初瀬真弓、村

頭 智、島崎千尋：AL アミロイドーシスにおける

末梢血幹細胞採取中に吐血を来した一例。第 37 回

日本造血幹細胞移植学会総会、神戸、3.6, 2015. 

7) 淵田真一、岡野 晃、初瀬真弓、村頭 智、島

崎千尋：メルファラン・デキサメタゾン療法から

ボルテゾミブ・デキサメタゾン療法に変更し、血

液学的奏効が得られた心アミロイドーシス。第103

回近畿血液学地方会、京都、6.20, 2015. 

 

飯田真介 

1) 飯田真介：臓器癌の薬物療法・造血器悪性疾

患：リンパ系腫瘍に対する分子標的療法（教育講

演 EL17） 第 13 回臨床腫瘍学会学術総会、札幌、

7.17, 2015. 

2) 鈴木智貴、飯田真介、他：AL アミロイドーシ

ス診断における口唇唾液腺生検の有用性：後方視

的解析。第40回骨髄腫学会学術総会、熊本、5.16-17, 

2015. 

 

植田光晴 

1) 植田光晴、安東由喜雄：家族性アミロイドポリ

ニューロパチーの病態解析と治療における展望。

第 56 回日本神経学会学術大会、 新潟、5.20-23, 

2015.  

2) 植田光晴、安東由喜雄：トランスサイレチンア

ミロイドーシスの病態解析と新たな治療戦略。シ

ンポジウム「アミロイド形成機構の解明と新たな

治療戦略への展開」第 3回日本アミロイドーシス

研究会学術集会、東京、8.21, 2015.  

3) 植田光晴、安東由喜雄：家族性アミロイドポリ

ニューロパチーの病態解析と新たな治療戦略への

展開。ワークショップ「アミロイド再考： これま

でとこれから」、第 38回日本分子生物学会年会、 

第88回日本生化学会大会 合同大会、神戸、12.1-4, 

2015.  

 

H. 知的財産権の出願・登録状況（予定を含む） 

1. 特許取得 

1) 新規なアミロイド線維生成抑制剤: 城野博史、

有馬英俊、安東由喜雄、本山敬一、東 大志 

熊本大学 特願 2015-117150. 

2) 医療用コネクタ: 重松 隆 特願 2013-0500529. 

3) 免疫調整剤及びクリーニング方法: 重松 隆    

  出願中 

 

2. 実用新案登録 

なし 

 

3. その他 

なし

 


